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繋雛難，

議



日⑪・

　
㎜

懸
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　　　　　　　態．　　　　．欝

　新成人747人を代表して、市民憲章を朗読する
丸山剛さん（稲葉）と湯沢香織さん（昭和町1）

o．象ぜ

雛
繕
瀦
曲
蕪
ま
つ
り

　
5
月
2
日
ω
℃
に
は
、
恒
例
の
山
菜

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
7
0
人
の
参
加
者

が
春
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

讐
　

　
　
　
『

　
　
　
1

、

醗
撚
灘

羅　
　
　
蝋

憲
騰

　
　
　
蓑
「
■

③平成12年5月1・日号
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l 髄

制離

祭
ナ

術
ン

大地の芸

ア
・
青

葺
“

徽
便

・
越

会期：7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

おひ’　 聾一

ノ

，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　競　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諺　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　鍵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　粉　　　　　　　　　　楚
　　　　　　　　の　　　　　響　　　響撃

　
ジ
ャ
ン
“
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ

ロ
ー
ラ
さ
ん
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持

つ
独
創
的
な
言
葉
と
強
い
色
彩
、
そ

し
て
柔
ら
か
な
線
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
作
品
で
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
画

家
で
す
。

　
4
月
2
1
日
轡
、
大
地
の
芸
術
祭
の

一
つ
と
し
て
北
越
保
育
園
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
自
身
を
被
写
体
に
、
子
ど

も
た
ち
3
0
人
が
思
い
思
い
に
ク
レ
ヨ

ン
画
を
描
き
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ

て
作
家
が
絵
を
描
く
試
み
が
行
わ

れ
、
ア
ル
ベ
ロ
ー
ラ
さ
ん
の
指
先
か

ら
生
ま
れ
る
、
い
き
い
き
し
た
絵
に

子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
魅
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ワークショップで子どもたちと（北越保育園）

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
「
子
ど
も

の
た
め
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
テ
ー
マ

に
文
字
と
絵
を
使
っ
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
思
い
描

い
た
こ
と
を
大
人
に
な
っ
て
も
持
ち

つ
づ
け
、
ス
テ
キ
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

作
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
、

作
家
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
に

な
り
ま
す
。

　
芸
術
祭
期
間
中
、
ア
ル
ベ
ロ
ー
ラ

さ
ん
の
作
品
は
、
十
日
町
情
報
館
の

外
壁
と
本
町
6
丁
目
の
天
理
教
北
越

分
教
会
わ
き
の
壁
面
に
設
置
さ
れ
ま

す
。

　
伊
島
さ
ん
は
、
多
く
の
女
優
に
死

ん
だ
姿
を
演
技
し
て
も
ら
い
、
そ
の

姿
を
撮
影
し
て
作
品
化
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
家
で
す
。
作
品
の

「
死
体
の
あ
る
風
景
」
シ
リ
ー
ズ
は

写
真
集
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
地
の
芸
術
祭
で
は
こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
越
後
妻
有
の
地

域
内
で
撮
影
ロ
ケ
を
行
い
、
新
た
な

作
品
の
制
作
と
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
3
月
2
0
日
に
鉢
集
落
で
ロ

ケ
が
行
わ
れ
、
真
っ
白
な
雪
の
上
で

女
優
の
裕
木
奈
江
さ
ん
の
演
技
に
よ

る
死
ん
だ
姿
を
撮
影
し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
地
の
芸
術
祭
の
開
会
前
や
期

間
中
に
、
妻
有
圏
域
内
で
2
回
の
公

開
ロ
ケ
を
行
い
、
作
品
は
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
名
前
を
聞
く
と
何
と
な
く

気
持
ち
悪
く
感
じ
ま
す
が
、
発
想
の

奇
抜
さ
や
、
女
優
さ
ん
の
死
に
様
、

周
り
の
風
景
に
溶
け
込
む
女
優
さ
ん

の
姿
な
ど
、
大
変
興
味
が
持
た
れ
る

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ

ー
に
足
を
運
ん
で
伊
島
さ
ん
の
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

畿
懸
瓢
轟

夢

灘灘
卿鉱
濃

幽βメ

鉢集落で行われた伊島薫氏のロケ風景

識畷、
薪

　
夢
　
　
　
　
潮

　」
〆
，
ゲ
雛
懸

　　犠欝薫髭経歴
総騒i簾．蒙霧携騰墾諜i撚．

纒灘i灘繋．灘騨一灘灘灘灘灘騰

灘籔翼醗一纒縷懇繕鐡騰鰺．

難霧欝鍵難．灘懇饗騰懇灘灘灘

霧辮鰍灘璽i翻灘．囎懸灘霧．鍵灘

饗灘麹灘講羅懸鱒麟饗．欝鰯．

幾i灘．編鑛i簾叢霧灘鐵。蝦

鞠籔籔難．購懸瀟籔礫顯懇轡㈱

輸騰麹纒震

④



、

　
皆
さ
ん
は
、
市
政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
提
案
や
意
見
を
お
持
ち
で
す
か
。
市

民
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
の
は
、

お
互
い
の
気
持
ち
を
通
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
市
政
に
取
り
入

れ
よ
う
と
、
市
で
は
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
市
民
と
語
る
日
」
な
ど
の
広
報

広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら

の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

灘
叢
ぺ
の
手
紙

灘
瀬
た
の
提
案
・
意
見
灘
．

　
　
　
お
待
ち
し
斑
拠
藻
雛

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
政
に

対
す
る
皆
さ
ん
の
提
案
や
意
見
を
、

市
長
あ
て
に
直
接
手
紙
で
お
寄
せ
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

　
用
紙
は
、
市
が
用
意
し
た
料
金
着

払
い
の
「
専
用
用
紙
」
あ
る
い
は
、

封
書
や
葉
書
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
封
書
の
場
合
、
各
地
区
に
設
置
し

て
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
ク
ス
」
に

投
函
す
る
こ
と
で
、
切
手
を
貼
ら
ず

に
手
紙
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
、
①
市
長

が
ま
ず
最
初
に
確
認
し
て
か
ら
、
各

担
当
課
で
回
答
を
作
成
し
ま
す
。
②

そ
の
案
文
に
市
長
が
加
除
を
加
え
ま

す
。
③
そ
の
後
、
1
か
月
以
内
に
文

書
で
回
答
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
3
0
通
で

し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　
①
市
役
所
入
口
正
面
②
市
民
会
館

③
博
物
館
④
川
治
地
区
公
民
館
⑤
中

条
地
区
公
民
館
⑥
吉
田
地
区
公
民
館

⑦
下
条
地
区
公
民
館
⑧
水
沢
地
区
公

民
館
⑨
十
日
町
情
報
館
（
新
規
）

■
「
専
用
用
紙
」
設
置
場
所

　
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
の
①
～
⑨
の

ほ
か
に
、
⑩
西
部
会
館
⑪
江
道
猿
倉

集
落
セ
ン
タ
ー
⑫
新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
⑬
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ぜ

・・く

イ
セ
ン
タ
ー
⑭
高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
⑮
飛
渡
地
区
公
民
館
⑯
八

箇
集
落
セ
ン
タ
ー
⑰
羽
根
川
荘
⑱
吉

田
集
会
所
⑲
東
下
組
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
⑳
平
成
園
に
あ
り
ま
す
．

　　　　　　　だん　　　　　わ

轟》轟暖和室轟り轟
　　　　　　～随時受付中～

　暖かい雰囲気で市長と話し合っていただけるr暖

和室」を設けています。暖和室には、①皆さんから

市長室に来ていただ＜rおまちしてます暖和室」と

②市長が各地区の集会施設などに出向＜「おじゃま

します暖和室」があります。対象は個人や団体・集

落です。希望者は電話でお申し込みください。

■時間

rおまちしてます暖和室」＝午後7時～9時の50分間

rおじゃまします暖和室」＝約1時間（昼夜問わず）

■日程調整＝申込時に、日時・テーマなどを調整。

団
闘
熱

．磯麟

講

纒

市民と語る日を

　　　　開催します
　地区振興会などの協力のもと、市長が各地区におじゃ

まして、テーマに沿った話し合いを行うr市民と語る日」

を、7月上旬までに開催します（水沢・美佐島・六箇地

区はすでに終了）。今年は、全国的に初の試みとなる芸

術による地域振興「大地の芸術祭・越後妻有アートトリ

エンナーレ2000」のP　Rを兼ねて実施します。なお、

新座、十日町東部地区、十日町中・南部地区については

日程調整中です。

難．匿　織 開催覇… 磯闘 嚢』　『場

騨条難匿 5月13日（土）

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

中条地区公民館

羅鰯灘鷹 5月15日（月） 大井田コミュニティセンター

議灘臨i 5月26日（金） 高山コミュニティセンター

灘購難麟麟蠣翻 5月27日（土〉 川治地区公民館

灘条i蜷鷹 6月8日（木〉 利雪親雪総合センター

欝圏麹鷹 6月9日（金） ふれあい生活センター

飛渡蜷匿 6月20日（火） 飛渡地区公民館

蒙繋維堪麟 6月2旧（水） 東下組小学校

畿糠灘顯部難麟 6月28日（水） 西部会館

⑤平成12年5月1・日号



口
比

i臼Ii

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●

　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
各
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
褒
章
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市
内
で
は
次
の
5
人
が

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

佐
　
藤
　
十
　
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
72
歳
・
川
原
町
）

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
2
1
年
の
十
日

町
警
防
団
入
団
以
来
、
平
成
n
年
3

月
に
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
十

日
町
市
消
防
団
を
退
団
す
る
ま
で
の

53
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の

防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
1
0

年
か
ら
は
十
日
町
市
消
防
団
の
副
団

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
後
進

の
指
導
育
成
に
も
多
く
の
実
績
を
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
　
田
　
徳
　
治
さ
ん

　
　
　
　
　
（
71
歳
・
稲
荷
町
4
）

　
藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
2
1
年
に
十
日

町
警
防
団
常
備
消
防
部
に
入
団
以
来
、

昭
和
61
年
3
月
に
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
を
退
職
す
る
ま
で
の
41
年

間
に
わ
た
り
、
当
地
域
の
防
災
に
尽

力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
消
防

署
長
や
予
防
課
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
消
防
幹
部
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
ま
し
た
。

瀧
　
澤
　
文
　
吉
さ
ん

　
　
　
（
7
7
歳
・
本
町
1
丁
目
上
）

　　　　響

　　灘難

　
瀧
澤
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
工
業
統

計
調
査
に
従
事
し
て
以
来
、
現
在
に

至
る
ま
で
4
2
回
、
必
年
の
長
き
に
わ

た
り
工
業
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
各
種
調
査
に
も
7
8
回

従
事
す
る
な
ど
常
に
統
計
調
査
員
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、
統
計
の
発
展
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
長
年
の
実
績
が
高
く

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

池
　
田
　
貞
　
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
歳
・
泉
町
）

　
池
田
さ
ん
は
十
日
町
市
の
自
動
車

運
転
手
と
し
て
、
3
8
年
間
の
長
き
に

わ
た
っ
て
職
務
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。
安
全
運
転
に
努
め
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
お
う
盛
な
責
任
感
を
も
っ

て
職
務
に
精
励
し
、
長
年
に
わ
た
っ

て
道
路
除
雪
作
業
に
も
携
わ
る
な

ど
、
市
民
生
活
の
安
全
と
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

酒
　
井
　
シ
　
ゲ
さ
ん

　
　
　
　
　
（
7
5
歳
・
稲
荷
町
4
）欝

　
酒
井
さ
ん
は
、
昭
和
4
9
年
1
0
月
2
5

日
に
保
護
司
の
発
令
を
受
け
て
以

来
、
2
6
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
更

生
保
護
と
犯
罪
予
防
に
従
事
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
最
初
の
女
性
保
護
司
で

あ
り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

や
さ
し
さ
と
広
い
心
で
、
数
多
く
の

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
、
日

夜
を
い
と
わ
ず
献
身
的
な
努
力
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
温
厚
誠
実
な

人
柄
で
適
切
な
助
言
指
導
、
環
境
調

整
に
も
配
慮
さ
れ
ま
し
た
。

◎



　　　　　　臨　　　　　灘　　　　懸　　　聾鰹　　鍵縷鰯

　鑛
鞭　蟻

雲

灘

　　　鑛　　翻纏繍

　このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（盈57－3／／／

内線2／3）へ、お気軽にお寄せください。

クリーン作戦に市民500人が参加

～ポイ捨てのない十日町をつくろう～

　
前
日
か
ら
の
雨
で
心
配
さ
れ
た
4

回
目
を
迎
え
る
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

は
、
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
、

20
団
体
の
共
催
に
よ
り
予
定
ど
お
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
妻
有
大
橋
下
信
濃

川
河
川
敷
を
メ
イ
ン
会
場
に
各
町
内

を
は
じ
め
市
内
1
1
か
所
で
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
、
メ
イ
ン
会
場
だ
け
で
も
5

0
0
人
が
参
加
。
広
域
6
市
町
村
で

同
時
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
警
備
保
障
会
社
の

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
交
通
整
理
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
業
に
先
立
っ
て
、
市
長
か
ら

「
ゴ
ミ
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
れ
ば
、

い
つ
か
は
解
決
す
る
問
題
。
コ
ミ
分

別
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
少
し
で

も
町
を
き
れ
い
に
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
ご

み
袋
を
片
手
に
約
1
時
間
に
わ
た
る

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
「
燃
え

る
ご
み
」
「
燃
え
な
い
ご
み
」
「
空
き

缶
類
」
に
分
別
し
て
集
め
ら
れ
た
ゴ

ミ
は
、
年
々
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

参
加
者
か
ら
は
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
た

め
息
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

溶
剤
に
よ
る
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
処
理

の
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
、
ゴ
ミ
分
別
ク
イ
ズ

が
行
わ
れ
、
参
加
者
に
花
鉢
・
マ
イ

バ
ッ
ク
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　　ミネハハ、人と自然の賛歌

～神明水辺公園オープニング記念コンサート～

　
5
月
4
日
㈲
、
下
条
4
丁
目
の
神
明
水

辺
公
園
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
下
条
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
潤
い
の
あ
る
水
辺
公
園
推
進

部
会
（
村
山
徹
部
会
長
）
主
催
で
開
か
れ

た
も
の
で
、
「
ミ
ネ
ハ
ハ
心
を
う
た
う
」

を
テ
ー
マ
に
地
区
民
な
ど
5
0
0
人
が
松

　
み
　
　
ね

木
美
音
さ
ん
の
歌
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
公
園
は
、
下
条
地
区
と
と
も
に
、
建
設

省
と
新
潟
県
が
約
3
億
円
の
事
業
費
で
、

平
成
3
年
か
ら
造
成
を
進
め
て
い
た
も
の

で
す
。
大
山
桜
5
0
本
を
は
じ
め
四
季
折
々
の

花
々
が
植
栽
さ
れ
、
遊
歩
道
、
休
憩
施
設

な
ど
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
地

域
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
大
地
の
芸
術
祭

の
作
品
展
開
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　十日町市総合竣工式

～平成11年度の事業成果を報告～

　
4
月
2
8
日
轡
、
十
日
町
市
総
合
竣
工
式

が
ク
ロ
ス
ー
0
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
n

年
度
に
市
内
で
実
施
さ
れ
た
建
設
事
業
に

つ
い
て
成
果
を
報
告
し
、
事
業
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
式
典
に
は
、
県
議
会
議
員
・
市
議
会
議

員
を
は
じ
め
、
国
県
機
関
、
地
元
の
皆
さ

ん
な
ど
総
勢
2
5
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
本
田
市
長
の
式
辞
、
高
橋
市
議
会
議

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
請
負

事
業
所
61
社
を
代
表
し
て
㈱
丸
山
工
務
所

に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
要
望
懇
談
会
で
は
、
国
県
機

関
の
皆
さ
ん
に
十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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農
業
の
中
心
で
あ
る
稲
作
は
、
船

坂
に
お
け
る
明
治
六
年
の
坪
刈
り
で

は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
収
穫
量
は

二
二
〇
か
ら
一
八
O
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

全
国
水
準
は
も
と
よ
り
県
内
の
生
産

水
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た

め
、
明
治
二
二
年
に
中
魚
沼
郡
農
事

会
、
二
一
年
に
有
志
農
談
会
が
結
成

さ
れ
、
種
苗
交
換
会
や
農
談
会
・
講

演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
〇
年
四
月
に
郡
農
会
が
設
立
さ

れ
、
昭
和
一
八
年
ま
で
農
事
改
良
運

動
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　備

　　　　　　　　影轟

㌦隷謝弧
燕癒驚
　　　　》鱗ノ纏離
　　　　　　　　　　　竃　孝

中魚沼郡農事試験場

　
郡
農
会
は
、
三
二
年
に
大
黒
沢
に

中
魚
沼
郡
農
事
試
験
場
を
設
立
し
ま

し
た
。
試
験
場
で
は
品
種
の
比
較
や

し
ん
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

深
耕
の
効
果
、
種
蒔
き
・
田
植
え
時

期
と
密
度
の
比
較
、
肥
料
の
あ
た
え

方
、
刈
り
取
り
時
期
と
乾
燥
方
法
な

ど
、
稲
作
の
基
礎
的
な
試
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
田
植
え
定
規
を
使
い
、

植
え
込
み
株
数
を
増
や
せ
ば
増
収
と

な
る
」
と
、
農
家
も
納
得
す
る
技
術

的
な
現
地
指
導
も
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
努
力
は
、
収
穫
量
の
増

加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
明

治
四
二
年
、
吉
田
村
の
一
〇
ア
ー
ル

当
た
り
の
収
穫
量
は
、
二
六
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
い
わ
れ
、
中
魚
沼
郡
全
体

で
も
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
技
術
の
改
良
と
と
も
に
、
耕
地
整

理
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
太
田
島
で

は
、
明
治
四
二
年
か
ら
一
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
ま
り
の
耕
地
を
、
道
路
・
水

　
　
あ
ん
き
ょ

路
・
暗
渠
排
水
な
ど
を
整
備
し
、
一

〇
ア
ー
ル
と
五
ア
ー
ル
の
水
田
に
し

ま
し
た
。

　
耕
地
整
理
の
成
功
は
、
耕
作
者
の

協
同
心
、
余
剰
労
働
力
の
活
用
、
農

具
改
良
な
ど
の
効
果
も
あ
が
り
、
先

進
地
と
し
て
視
察
に
訪
れ
る
人
も
多

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
通
史
編
4
　
近
・
現
代
一
）

そ
㌧
璽

　
　
き

雛
灘
難
灘
購

　
私
は
、
田
麦
で
8
人
兄
弟
の
末
っ

子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
麻
畑
小

学
校
か
ら
旧
制
県
立
十
日
町
中
学
校

卒
後
、
高
田
農
学
校
産
業
組
合
課
を

昭
和
1
3
年
3
月
に
卒
業
。
内
定
の
就

職
を
学
校
か
ら
取
り
消
し
て
も
ら
っ

て
満
州
に
渡
り
、
南
満
州
鉄
道
㈱
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
4
年
、
東
辺
道
開
発
㈱
の
設
立
に

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
あ
い

あ
た
り
満
鉄
か
ら
割
愛
社
員
の
一
人

と
し
て
移
籍
、
新
京
本
社
経
理
課
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん

　
1
6
年
1
月
独
立
山
砲
兵
四
聯
隊

（
満
州
）
に
入
隊
、
戦
地
に
行
く
こ

と
も
な
く
1
8
年
1
2
月
末
に
満
期
除
隊

と
な
っ
て
会
社
に
復
職
、
終
戦
を
朝

　
　
　
　
　
　
　
て
つ
し
ょ
う
　
し

鮮
に
近
い
通
化
省
鉄
廠
子
採
炭
所

で
む
か
え
ま
し
た
。

　
2
1
年
8
月
在
留
日
本
人
の
ほ
と
ん

ど
が
内
地
送
還
と
な
り
ま
し
た
が
、

福崎儀八郎さん

　（山本町1）80歳
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会
社
の
運
営
上
の
必
要
か
ら
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
よ
う

一
部
を
中
国
政
府
の
「
留
傭
」
の
形

で
帰
国
さ
せ
な
い
措
置
が
と
ら
れ
、

私
も
そ
の
一
員
に
加
え
ら
れ
い
っ
し

ょ
に
帰
国
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
共
軍
と
国
府
軍
と

の
内
戦
が
次
第
に
激
化
し
、
鉄
道
や

発
電
所
等
の
産
業
施
設
の
破
壊
が
進

む
中
で
、
先
行
き
の
不
安
と
帰
国
し

た
い
一
念
か
ら
中
共
支
配
地
区
を
羽

年
4
月
末
の
深
夜
、
乳
飲
み
子
を
抱

え
た
私
の
家
族
を
含
め
総
勢
8
3
人
で

脱
出
。
成
功
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ

か
ら
の
行
程
は
苦
難
の
日
々
で
し
た
。

時
に
は
野
宿
も
あ
り
ま
し
た
が
中
国

人
の
情
け
に
す
が
っ
て
泊
め
て
も
ら

い
な
が
ら
ー
か
月
余
り
約
4
0
0
㎞

を
踏
破
し
て
6
月
3
日
奇
蹟
的
に
全

　
　
　
　
　
　
　
し
ん
よ
う

員
無
事
奉
天
（
現
藩
陽
市
）
に
到
着
。

同
年
7
月
内
地
に
引
き
揚
げ
。

　
そ
れ
か
ら
半
世
紀
た
っ
た
平
成
5

年
、
息
子
と
2
人
で
思
い
出
の
地
を

旅
行
し
、
新
し
い
友
人
を
得
た
こ
と

を
喜
ん
で
い
ま
す
。



窓
健
健
盈
個

●

今
年
も
各
種
検
診
が

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た

　
今
年
も
5
月
の
連
休
明
け
か
ら
市

の
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
3
月
に
お
申
込
み
を
い
た
だ
い
た

人
に
は
、
検
診
の
時
期
が
近
づ
き
ま

し
た
ら
「
受
診
票
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

死
亡
原
因
の
第
一
位
は

胃
が
ん

　
昨
年
の
十
日
町
市
内
に
お
け
る
死

亡
原
因
の
一
位
は
「
が
ん
」
で
、

28

％
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡

が
最
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。　

そ
の
う
ち
集
団
検
診
を
受
け
て
い

た
人
は
わ
ず
か
で
し
た
。

　
魚
沼
地
域
の
胃
が
ん
発
見
率
は
、

集
団
検
診
を
受
け
た
人
の
約
三
百
人

に
一
人
と
い
う
高
い
割
合
で
す
。
そ

の
う
ち
の
8
割
近
く
が
早
期
段
階
で

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
胃
が
ん
の
ほ

か
に
も
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳

が
ん
な
ど
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
ま
す
。

　
2
1
世
紀
に
は
、
肺
が
ん
が
胃
が
ん

を
抜
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

年
に
一
回
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
一
回
の
定
期
検
診
を

　
が
ん
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
ま
ま
進
行
し
、
発
見
が
遅
れ
る
と

死
に
い
た
り
ま
す
。
が
ん
も
早
期
に

発
見
し
、
治
療
す
れ
ば
完
治
す
る
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
期
的
な
受
診
と
、
日
常
の
健
康

チ
エ
ッ
ク
に
心
が
け
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

集
団
検
診
の

　
　
追
加
申
込
を
受
付
中

　
3
月
に
検
診
の
申
し
込
み
を
忘
れ

た
人
も
受
診
で
き
ま
す
。
各
世
帯
に

お
配
り
し
て
あ
る
「
保
健
事
業
日
程

表
」
で
、
受
診
時
期
を
確
認
の
う
え
、

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
票
が
届

い
た
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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一

催じ
灘灘

　
　
　
む
こ

　
「
妻
有
婿
の
会
」
で
お
な
じ
み
の
、

金
原
亭
馬
治
師
匠
の
「
金
原
亭
馬
生
」

襲
名
を
祝
い
、
襲
名
披
露
講
演
を
開

催
■
日
時
”
5
月
2
7
日
出
午
後
2
時

～
（
1
時
3
0
分
開
場
）
■
会
場
H
ク

ロ
ス
ー
0
■
出
演
睦
金
原
亭
馬
生
、
古

今
亭
志
ん
朝
、
金
原
亭
伯
楽
、
松
旭

齋
美
智
ほ
か
■
入
場
料
目
前
売
2
千

円
、
当
日
2
千
5
百
円
■
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
臼
ク
ロ
ス
ー
0
■
問
合
せ
擁
熊
木

昌
三
（
盈
5
7
－
8
4
3
1
）
へ
。

ア
ー
ト
・
オ
ヌ
・
ヌ
ラ
ス
・

　
　
　
　
　
ウ
イ
ー
ン
公
演

　
世
界
で
絶
賛
さ
れ
て
い
る
本
場
ウ

ィ
ー
ン
の
金
管
五
重
奏
団
に
よ
る
公

・
演
。
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
も
あ
り

ま
す
。
■
日
時
H
6
月
4
日
㈹
午
後

6
時
3
0
分
開
演
（
開
場
6
時
）
■
会

場
腿
市
民
会
館
■
入
場
料
”
前
売
2

千
5
百
円
、
当
日
3
千
円
（
全
席
自

由
）
■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
”
公
民
館
本

館
・
各
地
区
館
■
問
合
せ
H
公
民
館

本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ま
え

　
新
緑
の
庭
園
で
各
流
派
の
お
点
前

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
■
日
時
H

5
月
2
1
日
㈹
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

3
時
■
場
所
H
智
泉
寺
、
㈱
桐
屋

（
昭
和
町
）
■
茶
席
券
H
4
千
円
■

茶
席
券
取
扱
所
”
十
日
町
新
聞
社
、

十
日
町
市
観
光
協
会
■
問
合
せ
H
十

日
町
新
聞
社
（
盈
52
1
3
1
1
8
）
へ
。

全
国
｛
斉
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
　
　
～
十
日
町
会
場
～

　
自
然
豊
か
な
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
を
家

族
や
友
人
と
散
策
し
ま
せ
ん
か
。
■

日
時
ー
5
月
2
1
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
2

時
3
0
分
（
受
付
午
前
9
時
～
※
9
時

30
分
ま
で
に
集
合
）
■
集
合
・
解
散

場
所
H
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム

セ
ン
タ
ー
前
■
募
集
人
数
睦
ー
チ
ー

ム
2
～
6
人
※
1
人
で
も
参
加
可
■

参
加
費
H
一
人
5
百
円
（
飲
み
物
代

ほ
か
、
当
日
徴
収
）
■
申
込
み
髄
5

月
14
日
㈹
ま
で
に
公
民
館
本
館
に
申

込
書
を
提
出
。
申
込
書
は
公
民
館
本

館
に
配
置
。
※
当
日
会
場
で
も
申
込

可
■
問
合
せ
巨
庭
野
哲
夫
（
盈
0
9

0
－
2
6
5
6
1
3
5
0
1
）
へ
。

　
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
ほ
か
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
”

5
月
2
0
日
出
午
後
3
時
～
■
場
所
口

十
日
町
情
報
館
■
問
合
せ
H
十
日
町

情
報
館
（
暦
5
0
1
5
1
0
0
）
へ
。

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
用
い
て

「
手
作
り
パ
ス
タ
教
室
」
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
の
パ
ス
タ
、
シ
ー
フ
ー
ド
サ
ラ

ダ
ほ
か
を
作
り
ま
す
。
■
日
時
”
5

月
2
3
日
σ
℃
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1

時
■
場
所
・
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
■
定
員
”
1
8
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
■
参
加
費
H
5
百
円
■
申
込

み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
鱈

52
1
3
1
0
7
）
へ
。

座講
救
命
講
習
受
付
中

　
万
一
の
事
故
現
場
に
遭
遇
し
た
時
、

人
命
を
救
え
る
の
は
、
あ
な
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
消
防
署
で
は
、
救
命

爽謹麟黙⑳闘覇難難懸講灘叢i鐙濾熱．

●鱗闘灘繋後翻饗欝鞠欝　田無麟

田嚢場蕪織簸灘灘灘隷麟懸灘繍蕪場

　　鰯鞭購i…灘藩一灘灘纏灘灘鞠

日講鰯霧灘灘難織鰯灘麹繋鑛i難i雛数擬鎌

　　　　騰矯薬鑛難縫叢叢羅難簾醗部錘

■森繊縣纏獲談嚢

　　　　鍼一・灘蜘難纏灘醸響

　　　　ロ購闇難蕪雛懸欝額鑛　霧欝

猶蕪欝　■集灘難馨懸一灘嚢難灘灘一繭

　　　　覇闘幽欝然観察饗

　　　　■購闘難繋翻籔購i翻鐙熊霧蕪

日無料、属集螢灘難隷輔難鐵纏灘灘一繭

　
・
q
り
覧
ち
葺
オ
9
．
繊
ヲ
時
ツ
会

掘
そ
、
夕
そ
喜
喜
町
ツ
力
教
汐
然

リ
コ
ま
羅
き
．
ま
ま
十
ヲ
リ
灘
”
た
幽

イ
リ
の
り
ま
癒
で
ス
鯉
響
づ
つ
間

■
■
■
■
■
■
■
■
．
、
■
■
■
■
■

朋
朋

⑩
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講
習
を
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
個
人
・
団
体
・
人
数
・
日
時
等

は
問
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
■
問
合

せ
・
申
込
み
1
1
十
日
町
地
域
消
防
本

部
救
急
係
（
盈
5
7
－
0
1
1
9
）
へ
。

女
性
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
昼
・
夜
）

　
パ
ソ
コ
ン
を
お
ぼ
え
再
就
職
を
目

指
す
女
性
に
、
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算

な
ど
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。
■
日

時
H
昼
コ
ー
ス
”
6
月
～
1
1
月
ま
で

の
第
2
・
第
4
木
曜
日
午
前
1
0
時

～
、
夜
コ
ー
ス
“
6
月
～
n
月
ま
で

の
第
1
・
第
3
水
曜
日
午
後
7
時
3
0

分
～
（
昼
・
夜
と
も
全
1
2
回
コ
ー
ス
）

■
会
場
“
十
日
町
情
報
館
■
定
員
1
1

各
コ
ー
ス
ー
2
人
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）
■
受
講
料
H
3
千
円
（
講
義

初
日
に
徴
収
）
■
申
込
み
冒
5
月
2
5

繭溝鱒舞紹舞

翻分番維）

定です。

耐1時40分～

蔓5時55分～

可じものです。

辮
維
十
時

　
番
に
日

日
内
ま
で
に
公
民
館
本
館
・
各
地
区

館
に
申
込
書
を
提
出
（
電
話
申
込
不

可
、
用
紙
は
各
館
に
配
置
）
■
問
合

せ
“
公
民
館
本
館
へ
。

女
性
の
た
め
の

　
　
県
政
ふ
れ
あ
い
講
座

　
女
性
の
行
政
へ
の
理
解
と
、
地
域

に
お
け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
■
期
間
1
1
6
月
1
6
日
働

～
9
月
8
日
㈹
（
計
7
日
1
2
講
座
）

■
会
場
阿
県
庁
お
よ
び
新
潟
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
■
募
集
人
数
”
5
0
人
■
応

募
基
準
”
県
内
在
住
の
女
性
、
原
則

全
講
座
受
講
可
能
な
県
行
政
に
関
心

の
あ
る
人
■
応
募
締
切
1
1
5
月
31
日

伽
■
受
講
料
”
無
料
■
問
合
せ
・
申

込
み
目
企
画
人
事
課
企
画
係
（
内
線

2
1
6
）
へ
。

陸
上
競
技
審
判
講
習
会

■
対
象
1
1
①
公
認
審
判
員
資
格
取
得

希
望
者
（
1
8
歳
以
上
）
②
公
認
審
判

員
資
格
者
③
陸
上
競
技
に
興
味
の
あ

る
人
■
期
日
0
5
月
2
1
日
㈹
午
前
9

時
～
午
後
－
時
■
会
場
目
総
合
体
育

館
■
講
師
口
矢
口
栄
市
氏
、
角
山
俊

文
氏
■
受
講
料
1
1
市
陸
上
競
技
協
会

会
員
5
百
円
、
一
般
千
円
（
当
日
徴

収
）
■
問
合
せ
1
1
金
沢
修
二
（
夜
間

盈
5
8
－
4
0
7
1
）
へ
。
※
事
前
申

込
不
要
、
公
認
審
判
員
は
審
判
員

証
・
規
則
書
を
持
参

募集
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
募
集

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で

は
マ
シ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
①

臨
時
②
パ
ー
ト
）
を
募
集
中
■
給

与
”
①
日
給
・
交
通
費
支
給
②
時
給

■
応
募
資
格
1
1
1
8
歳
～
如
歳
の
明
る

く
健
康
な
人
（
高
校
生
除
く
）
、
夜

間
・
土
日
祝
日
勤
務
の
で
き
る
人
、

ス
ポ
ー
ツ
・
指
導
経
験
の
あ
る
人
歓

迎
■
勤
務
時
間
”
シ
フ
ト
制
①
週
4
0

時
間
②
1
日
4
時
間
程
度
■
申
込

み
”
5
月
2
9
日
側
ま
で
に
総
合
体
育

館
に
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
送
付

（
後
日
面
接
）
■
問
合
せ
”
総
合
体

育
館
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

の
該
当
夫
婦
は
申
し
出
を

■
対
象
ロ
①
金
婚
夫
婦
”
昭
和
2
5
年

4
月
1
日
～
2
6
年
3
月
31
日
の
間
に

結
婚
し
た
夫
婦
②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
”
昭
和
1
5
年
4
月
1
日
～
1
6
年

3
月
31
日
の
間
に
結
婚
し
た
夫
婦
③

過
去
に
対
象
に
な
っ
た
が
調
査
に
漏

れ
た
夫
婦
■
申
込
み
”
6
月
9
日
轡

ま
で
に
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
（
盈
5
0
1
5
0
1
0
）
へ
。

5
月
1
5
日
か
ら
電
話
予
約
に
よ
る

住
民
票
の
受
取
方
法
が
変
わ
り
ま
す

受
付
お
よ
び
交
付
の
範
囲

①
受
付
お
よ
び
交
付
す
る
証
明
書

　
は
、
「
住
民
票
の
写
し
」
で
す
。

　¢
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

　
住
民
票
の
写
し
を
必
要
と
す
る
本

　
人
ま
た
は
、
同
一
世
帯
者
で
す
。

予
約
の
方
法

①
電
話
予
約
は
市
民
生
活
課
市
民
係

　
で
受
け
付
け
ま
す
。

②
受
付
日
時
は
、
開
庁
日
（
月
曜
～

　
金
曜
日
）
の
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

　
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

交
付
の
方
法

ω
交
付
は
、
当
直
室
で
行
い
ま
す
。

②
交
付
時
間
（
取
り
に
来
て
い
た
だ

　
く
時
間
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
開
庁
日
（
月
曜
～
金
曜
日
）
は
午

　
後
5
時
1
5
分
か
ら
午
後
1
0
時
ま
で

②
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
閉

　
庁
日
は
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

　
1
0
時
ま
で

交
付
時
の
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
者
の
確
認
方
法

ω
受
取
り
に
取
り
に
来
ら
れ
た
際
、

　
申
請
書
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

　
日
等
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

②
取
り
に
来
ら
れ
た
人
を
運
転
免
許

　
証
等
（
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真

　
を
貼
付
し
た
身
分
証
明
書
）
に

　
よ
り
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

手
数
料

　
一
通
に
つ
き
3
百
円

交
付
で
き
な
い
場
合

①
同
一
世
帯
者
以
外
の
代
理
人
が
交

　
付
申
請
に
き
た
場
合

②
住
民
票
交
付
牢
請
書
に
記
入
で
き

　
な
い
場
合

⑬
身
分
証
明
を
持
参
し
な
い
場
合

＠
手
数
料
を
支
払
わ
な
い
場
合

⑪平成12年5月1・日号

制
碑

Ilヨ
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公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
問
合
せ
・
申
込
み
四
5
月
1
5
日
㈲

～
5
月
31
日
伽
ま
で
に
建
設
課
建
築

住
宅
係
（
内
線
2
7
4
）
へ
。
※
収

入
限
度
額
・
家
族
状
況
な
ど
申
込
条

件
が
あ
り
ま
す
。

…
＝

物　件 戸数 間取o 家　賃 戴居再能田

谷内丑市営住宅

（平劇2年度建築）

4戸 6帖3室・DK 28，400円
～62，400円

7月1日～

1戸
6帖・4．5帖

DK
18，300円
～40，200円

黒沢県営住宅
（昭和47年度建築）

1戸 6帖・3帖

DK
9，200円
～17，300円

6月20日～
八幡田市営住宅

（昭和58年度建築〉
1戸

6帖2室
5帖・DK

16，500円
～36，200円

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　
信
濃
川
ま
た
は
魚
野
川
の
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
中
■
応
募
資
格
H
満
2
0
歳

以
上
の
健
康
な
人
で
、
川
に
接
す
る

機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の

あ
る
人
■
任
期
1
1
7
月
1
日
か
ら
1

年
間
■
募
集
人
数
1
1
若
干
名
■
応
募

締
切
H
6
月
1
日
内
■
応
募
方
法
口

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
応
募
意
見
を
明
記

の
う
え
応
募
先
へ
。
■
問
合
せ
・
応

募
先
旺
建
設
省
信
濃
川
工
事
事
務
所

占
用
調
整
課
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

応
募
」
係
（
〒
9
4
0
1
0
0
9
8

長
岡
市
信
濃
1
1
5
1
3
0
盈
0
2

5
8
1
3

2
1
3
0
2
0
）
へ
。

　
「
十
日
町
駅
地
下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

へ
の
展
示
作
品
を
募
集
中
■
展
示
料

金
ほ
無
料
■
問
合
せ
・
申
込
み
H
公

民
館
本
館
（
盈
5
7
i
5
0
1
1
）
へ
。

税
固
定
資
産
税
の
課
税

明
細
書
を
送
付
し
ま
す

～
控
年
度
は
評
価
蓄
疑
無
度
～

　
市
で
は
「
課
税
明
細
書
」
を
送
付

し
、
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の

内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
「
課

税
明
細
書
」
は
、
平
成
1
2
年
1
月
1

日
現
在
で
、
す
べ
て
の
課
税
資
産
を

納
税
義
務
者
ご
と
に
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
送
付
時
期
は
5
月
中
旬
、

第
1
期
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

に
同
封
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
ご

自
分
の
課
税
内
容
を
確
認
し
、
内
容

が
異
な
る
と
き
は
「
課
税
明
細
書
」

「
違
い
が
判
別
で
き
る
書
類
」
「
印
鑑
」

等
を
持
参
し
、
窓
口
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
■
窓
ロ
・
問
合
せ
1
1
税
務

課
資
産
税
係
（
内
線
1
1
1
）
へ
。

　
口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め

て
い
る
人
の
う
ち
、
6
月
1
日
㈲
か

ら
7
日
伽
ま
で
に
車
検
に
必
要
な
納

税
証
明
書
の
発
行
を
希
望
す
る
人

は
、
お
手
数
で
も
窓
口
に
来
ら
れ
る

前
に
次
の
事
項
を
電
話
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
■
お
知
ら
せ
い
た
だ
き

た
い
事
項
”
①
車
の
所
有
者
（
名
義

人
）
②
車
の
標
識
番
号
■
証
明
書
発

行
に
必
要
な
も
の
H
印
鑑
（
代
理
人

の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
）

■
事
前
連
絡
を
お
願
い
す
る
理
由
1
1

口
座
振
替
の
場
合
、
期
間
中
は
金
融

機
関
事
務
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の

都
合
に
よ
り
納
税
確
認
を
即
時
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

証
明
書
の
発
行
で
皆
さ
ん
を
お
待
た

せ
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
電

話
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
事
前
に

状
況
を
把
握
し
、
窓
口
で
ス
ム
ー
ズ

な
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
に
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

軽
自
動
車
税
が

　
　
　
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
障
害
者
等
が
取
得
、
ま
た
は

所
有
す
る
軽
自
動
車
お
よ
び
身
体
障

　十日町市街地は、明治33年6月10日に発生した大火災

によって、住宅密集地の8割以上を焼失しました。その日

から今年はちょうど100年目にあたります。十日町大火

100周年記念事業の一つとして、都市工学の権威を迎え

講演会を開催します。ぜひ、お出かけください。

■とき5月23日（火）

　　　　　午後6時30分～8時

■ところ　クロス10

■講　師　小出治氏（東京大学教授）

■演　題　　『都市大火と防災まちづくり』

■入場料　無料

■問合せ　十一日町地域消防本部予防課

　　　　　（盈57－1557）へ。
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甲
●

■

▼

者
で
年
齢
1
8
才
未
満
の
人
、
知
的
障

害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
取
得
し
、
所
有
す
る
軽
自
動
車
で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
連
絡
の
う
え

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
■
申
請

期
間
”
5
月
1
7
日
伽
～
2
4
日
伽
ま
で

■
申
請
に
必
要
な
も
の
”
①
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
②
運
転
免
許
証
（
障

害
者
に
運
転
免
許
証
が
な
く
、
生
計

を
一
に
す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
、

ま
た
は
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
を
、
常
時
介
護
す
る
人
が
運
転

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の
運
転

免
許
証
）
③
印
鑑
④
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
■
問
合
せ
H
税
務
課
資
産

税
係
へ
。

．
健
祉
、

5
保
福
’
鶴

2
歳
児
無
料
歯
科
検
診

■
期
日
”
6
月
4
日
⑲
■
受
付
1
1
午

前
8
時
4
5
分
～
9
時
5
0
分
■
場
所
”

保
健
セ
ン
タ
ー
■
通
知
“
対
象
の
2

歳
児
（
平
成
9
年
6
月
～
1
0
年
5
月

生
ま
れ
）
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す

■
内
容
”
歯
科
検
診
・
歯
科
相
談
・

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
■
問
合
せ
“
健

康
福
祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
1
4

3
）
へ
。

成
人
歯
科
検
診

■
日
時
”
6
月
4
日
㈹
午
前
9
時
～

9
時
3
0
分
■
場
所
”
保
健
セ
ン
タ
ー

巳
条
件
1
1
市
内
在
住
の
2
0
歳
以
上
の

人
■
費
用
H
無
料
■
申
込
み
日
5
月

26
日
樹
ま
で
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
へ
。

い
き
い
き
人
生

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
県
で
は
自
分
の
歯
で
食
べ
健
康
な

生
活
を
送
つ
て
い
る
高
齢
者
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
次
の
条
件
に

該
当
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
■
条
件
1
1
①
昭
和
5
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
（
満
7
0
歳
以

上
）
②
歯
の
本
数
が
（
親
知
ら
ず
は

除
く
）
が
、
8
0
歳
以
上
の
人
は
2
0
本

以
上
、
7
0
～
7
9
歳
の
人
は
2
4
本
以
上

③
自
分
の
歯
の
う
ち
、
む
し
歯
な
ど

で
治
療
が
終
わ
っ
て
な
い
歯
が
5
本

以
下
④
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な
い
⑤

重
い
病
気
に
か
か
っ
て
な
い
■
申
込

み
”
5
月
2
3
日
ψ
℃
ま
で
に
健
康
福
祉

課
健
康
増
進
係
へ
。
※
6
月
4
日
㈹

午
前
9
時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
歯

科
検
診
を
予
定
。

難
病
相
談
会

　
ふ
ら
つ
き
や
手
の
震
え
な
ど
運
動

障
害
で
お
困
り
の
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
■
日
時
”
6
月
2
日
㈹
午
後

2
時
～
4
時
（
1
時
3
0
分
～
受
付
）

■
会
場
”
十
日
町
保
健
所
■
内
容
1
1

医
師
に
よ
る
個
別
相
談
（
予
約
制
）

■
医
師
1
1
石
川
厚
医
師
（
西
小
千
谷

病
院
副
院
長
）
■
費
用
”
無
料
■
申

込
み
”
5
月
3
0
日
σ
℃
ま
で
に
十
日
町

保
健
所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）
へ
。

青
い
鳥
郵
便
葉
書

　
郵
便
局
で
は
障
害
者
へ
の
さ
ら
な

る
理
解
を
目
的
に
、
青
い
鳥
郵
便
葉

書
（
5
0
円
）
を
発
売
中
。
重
度
の
身

体
．
知
的
障
害
者
に
は
5
月
31
日
伽

ま
で
無
料
配
布
（
一
人
2
0
枚
）
の
受

付
を
し
て
い
ま
す
。
■
問
合
せ
”
お

近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
健
康
福
祉
課

障
害
援
護
係
（
内
線
1
3
4
）
へ
。

　
　
年
“
へ

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

は
、
3
歳
未
満
児
を
養
育
し
、
所
得

が
一
定
に
満
た
な
い
人
に
、
申
請
し

た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
現
在

児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
（
咋

年
所
得
制
限
で
非
該
当
に
な
っ
た
人

を
含
む
）
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
5
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当
の
月
額
”
▼
1
人
目
・

2
人
目
”
各
5
千
円
▼
3
人
目
以
降

－
人
に
つ
き
各
1
万
円
■
問
合
せ
1
1

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
1

5
1
）
へ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

厩
一
…
ロ

●
　
　
　
　
　
　
　
●

D
　
　
　
　
　
　
　
　
D

・消費者協会（市民生活課生活環境係

　　　　　　　　　　　　　内線／57）へ

、
欝

晶　　　名 規　格 希望価格

スチール机2卓 相談で

ハンディライター カシオHW33 4千円

ソフアーベツド 普通ザイズ 無料

スキー（大人用） 1，8m　1．93m
　2．1m

無料

ヘルメット（婦人用） 白　新品 相談で

サッシ戸2枚（シルバー） 6尺 無料
臓
！
丁 コ 蔵 庫 2ドア小型

125㍑
相談で

ベ　ビーラ ツ　ク 相談で

設計用ドラフター 大型 無料

ボ イ　　ラ 一 長府 5千円

マッサージチェアー 5千円
スクーター ホンダ 90cc

（屋根付） 相談で

パイプ式折りたたみベッド 大人用 無料

軽 リ　ヤ　カ 一 小型 無料

シーバスロッ柳ノールルアーセット 6本 相談で

ヨコハマ舛ヤアルミ翻一ル付 　4本
185－70－13 8千円

アルペンスキー靴
レデイー用

長さ175　靴24 無料

ビデオデツキ
シヤープ
新品 1万円

湯 沸　か　し 器 パロマ 相談で

伽
工 気　洗　浄 機 クリアベール 相談で

スーパーファミコン ソフト7本付 4千円

任天堂64本体 相談で

ひ な　　人 形 相談で

B　Sアンテナ（チューナー不要） 相談で

キーボードか電子ピアノ 相談で

キ 一　ボ　ー ド メーカー不問 相談で

三輪車2歳位用 女子用 無料

女 子　用　衣 類 3歳位 無料

幼児用自転車補助付 3歳用 相談で

口 ツ　ク　ミ シ　ン 1万円
チャイルドシート 2歳3か月 無料

チャイルドシート 3歳 相談で

チャイルドシート2つ 2歳位 相談で

介護用ベッ ド 相談で

自 転 車 24インチ
婦人用 相談で

自 転 車 中学生用
女子用 相談で

二 段　ベ　ツ ド 小学生用 相談で

コ ン　バ　イ ン ヤンマー

TC400 相談で

パイ プベツ ド シングル 相談で

女 子　用　衣 類 100cm前後
（夏冬問わず） 相談で

2000年度用家計簿 未使用のもの 相談で

自 転 車 14インチ 相談で

和裁用裁ち板 小型 相談で

バスケットゴール（スタンド付〉 相談で

⑬平成12年5月1・日号
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　　　　ゆたか
高橋　裕ちゃん

　　　（5歳）

　ぼくは電車が大好き。いつもお母さんや
　　ゆ　き
妹の侑希ちゃんと電車に乗ったり、近くま

で見に行ったりしているんだ。大きくなっ

たら運転手さんになりたいな。 　このあいだ、保育所のお友だちと散歩に

行ったとき、公園の大きな木にたくさんの

桜の花が咲いていたよ。桜の花はピンク色

でとてもきれいだったよ。香っていいね。

　　　はる　　か

広田晴佳ちゃん
　　　（5歳）

じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
〃
”

　
　
　
　
　
　
川
治
保
育
所
⑧

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

》

　　　　まさ　　たか

庭野方崇ちゃん
　　　　　　　平成10年9月29日生まれ
　　　　　　　四日町新田3

　お外の遊びとアンパンマンが大好き

なマーちゃん。大好きなおばあちゃん
　　　　　　やす　き　ぶし
の手ほどきで安木節を練習中。仕事帰

りのお父さんも￥マーちゃんとの乾杯

でビールがとっても美味しいんだっ

て。みんなの愛に包まれて、マーちゃ

んはもうすぐお兄ちゃんになります。

懸

　簾　　響
．簿　ρ

◎θ

す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

4月末現在
（　）は前月からの増減

オオバキスミレの群生

と∂3かまち

ロ
男
女
数

　
　
　
帯

人
　
　
世

■
　
　
　
　
■

44，089人

2／，648人

22，44／人

／3，046tせ帯

（十6／）

（十27）

（十34）

（十68）

■発行／十日町市役所

　　〒9488501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地TELO257－57－3111FAX524635
　　Email　info＠city．tokamachi．niigata．jp　URL　http：／／www．city．tokam∂chi．niigata．jp

■編集／企画人事課広報広聴係

花びらにある紫色のすじ

95

オオバキスミレ（スミレ科）

　春の日差しを浴びて、たくさんの花が見られる季

節になりました。十日町にはたくさんの種類のスミ

レが自生しています。写真は、葉が大きく黄色い花
　　　　　　　おおばきすみれ
びらでなので、大葉黄董と呼ばれています。スミレ

といえば紫色かそれに近い花の色を想像しますが、

このスミレは珍しく鮮やかな黄色をしています。し

かしよく見ると花びらに紫色のすじが入っているの

がわかります。

　大葉黄董は日本海側の雪国を代表するスミレで、

山地の日当たりのよい斜面に群生しています。高さ

は10～20cmほどで、ハート形の葉が3～4枚生え

ます。若葉はお浸しなどにして食べることができま

すが、保護のため、決して採りすぎないようにしま

しょう。
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